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付けて居た学生時代からの年上の同級生で自由美術
会員の草野真津視氏と当時木彫作品を発表していた
先輩の中嶋一雄氏が担当。自分は記念碑の台座に填
め込むレリーフの粘土付けをする。当然先生の仕事
の探究は厳しく、その都度微妙に粘土の骨組みを変
更する、その指示に従い草野さんと中嶋さんは何回
も足場に上り下りする（以下略）粘土原形後、石膏
原形にも手を加え。その後はブロンズとなって計画
通り現場に設置され作業は終了。北の海を背景に設
置した作品の厳しい自然環境に備え、再度漆液を補
強用に塗布作業をして 1971 年 7 月
17 日の除幕式を迎えた。吹き抜ける
風を感じさせる樹木と二人の若者は
困難の風にも打ち勝つ未来への希望
の象徴。その形の組み合わせはさす
がにこの地の景色に合致。多くの事
を教えられた。

＊その後も先生は何時ものように制
作の日々を過ごされ、貧しかった私
に北海道の酪農関係のおみやげだと
『君の彼女は編み物をやるから…』
と毛糸を下さった。以前家内が我々

の粗品として手編みの帽子を御贈りしたのを覚えて
居られたらしい。毛糸の御見立ては先生の奥さまで
上品な色合いの確りした素材で以来今でも大切な思
い出と共にこの毛糸の上着は大事に使い続けて居
る。

＊1970 年多忙の頃だった初夏から別の作品の粘土が
回転台の上に立ち上がっていた。曙像の人物を部分
的に工夫しているのかと思う私達に『鶴さんをモデ
ルにした作品だ』と乾燥除けの布を退けた。そして
『午後に彼は来てくれることになっている…』『君た
ちは何時もの様に仕事をしていたら良い…』と作り
かけの作品に向かう。鶴さんとは自由美術の歴史の
みならず日本の昭和の絵画史では居なくてはならぬ
鶴岡政男（1907～1979）先生のことで、自由美術の
作家の中でもその独特の空気の姿は若い作家には畏
敬の念をもって見られる存在だった。特に長身痩躯
の顔は以前木内さんが友人として（谷中のガマ）と
表現していたが眼光は特別の強さで太い眉と大きな
口に不撓不屈の作家人生の痕跡が刻まれているよう
だ。峯先生もその生き方は異なっていても作家の辛
い時代を共にして権力に阿る事の無い活動にお互い
に認め合う自由を持っていた。アトリエの扉は声と
共に開きガラスの牛乳びんを持ってやってきた。秋・
ブロンズの【鶴さん】は自由美術展に出品。アトリ
エから去る前に我々に曰く『とにかく若いうちはも
のを見てデッサンしな、どう描いても自由なんだか
ら…』遺作展では二人の作家も友人も居ないが【鶴
さん】は居た。

＊聖山のエルミタの生活では居間の一番近くに峯先
生が『わしはもうこれを使って絵を描くことも無い
から…』と頂戴した木製の大きなイーゼルが置かれ
てある、一番良い場所で今も油絵を支えてくれてい

る。油絵の他にスペイン・ロマネスクの彫刻を描い
た和紙の資料の額装品を見る時もこれを使う。私が
教会のロマネスク彫刻の勉強をするきっかけは、峯
先生からフランス・ロマネスクの現地の話と資料と
を見せられたことに拠る。前例の無い具象彫刻の表
現と作品の精神性の確立を目標に制作していたがそ
の歴史的前例の指針となると思っている事の多くが
そこにあったのだ。スペインは日本ではあまり注目
されずフランスほど研究されてはいなかった。それ
に気づかされた先生の写真資料でお気に入りの作品
にはエバをそそのかす悪魔の手の一部が彫刻されて
いる。悪魔の存在する作品では左のアダムの彫刻は
行方不明だ。

＊私が通っていた先生のアトリエに珍しいテニス
ボールくらいの球状の時計があった。峯先生も気に
入っていてお茶を飲むテーブルの上の真中に置いて
いた。お茶のみ話で近くの年取った時計屋さんから
買われたとのこと。『彼は動かなくなった古時計を
修理して復活させる名人らしくかつては石黒敬七の
コレクションも依頼されたり時計に関する本も出版
した』とのこと。自分も秋津のアトリエ用に時をう
つ古い時計が欲しい』と言うと、早速近くだからと
帰る前に連れて行く。間口の小さな昔ながらの店の
納（珍しい姓）さんは峯先生とは親しく早速なおっ
たばかりの時計を私に勧めた。イメージがピッタリ

で気に入った柱時計はアメリカ製で 120 年前の製品。
7 日に一度ゼンマイを巻く、これはそれから 50 数年
経った今もエルミタで時を告げる。昨年のエルミタ
の記録ビデオで仕事場の画像の中で時計が偶然 4 時
を告げた。若いバイト暮らしの思い出の時計は決し
て大きな古時計ではないがエルミタの私には歌手の
平井堅氏の歌の心が伝わり人の命より長生きの時計
に感動している。
峯先生は移り行く時の流れを作品に表現して形だけ
でなく表題も関係あるものが多くなる。或る時『桜
の満開もきれいだがワシはその後
の少し散り始めた頃が良い…』と言う。先生の葬儀
はそんな時期に近くの禅寺で行なわれた。（合掌）
　　　　　　以上文責：彫刻家・M・A・池田宗弘

2025年4月19日（土）、日本画廊で開催中の【生
誕 112 年峯孝展】に足を運ぶ。展示作品は彫
刻（ブロンズ）とロマネスクの作品等のドゥ
ローイング。久しぶりに先生の作品を目の当
りにし、私には半世紀の時の流れを忘れさせ
る貴重な懐かしい情景を蘇らせる時と場に
なった。感謝の思いと共に今も心中に生き続
けている先生のあれこれを限られた紙数の中
に書かせて戴きます。彫刻家の道を歩くこと
を決心して六十数年、私にとって現在も初心
の頃と同様、制作意欲と作品のアイディアが
日々無くならないのは、巡り会い教えを受け
た二人のタカシ先生のおかげと思っている。
一人は清水多嘉示先生の建築的構成論と形の
見方及び立体造形の追求の基本中の基本。も
う一人は峯孝先生で粘土の勉強の時の飽くな
き追求と工夫の態度そして、先生の姿は人類
と芸術作品への謙虚な言動で真摯な芸術家の
高い品性を備えていた。彫刻界の多くの先輩
や先生方は今や旅立ち自分が先生と敬称をつ
けて呼べる最後の彫刻作家は峯孝師だけと
なってしまった。24 歳、制作方向が見えた
1963 年自由美術の出品作と共に初めて旧都美
館の搬入口に到着、顔見知りの何人かの先輩
の他に初対面の会員諸氏が受付作業をやって
いた。玄関の左奥に作品を置く様に言われ自
分で運ぶ。部屋の片隅に遠慮勝ちに【立つ人】
を置いた時その人は現れた。さっき受付で偉
そうに見えた人達もお供みたいにゾロゾロと
後に続いてはいってきた。
先に置かれた搬入作品から順番に見て歩き、
最後に自分の前に立止まり先輩の中嶋一雄さ
んが作者の紹介をしてくれた。小柄で髪の毛
の多いがっちりした体格のその人は穏やかな
顔のお爺さんに見えた。中嶋さんの紹介で『清
水先生に何を教えられた？』と言われ。『垂直・
水平・奥行きについて…柱と梁の例で粘土い
じりの勉強でした』と緊張して返答。その人
は初めて今回の案内状の様な顔になり一言
『んーそうか、止めずにがんばりな…』と、
部屋の外に去って行く、取り巻いて見ていた
皆も遅れまいと後を追う。成りゆきを見てい

た中嶋先輩にあの人が『峯先生だ』と教えられた。
外は朝からの 10 月の冷たい雨が止む気配も無く
降っていたが心の中で（止まぬ雨は無い・陽は又
昇る）と唱えつつ、この夏出来たばかりの秋津の
アトリエへの道を急ぐ。自由美術初出品の【立つ人】
は今でも身近に置いている。

1969 年、峯先生は日本の最北端宗谷岬の酪農の開
拓・発展の記念碑の構想を多くの模型で制作準備
開始。1913 年生れの師は当時作家人生の気力・体
力も充実、良い創作の出来る年齢であった。私は
1966 年会員に推薦され制作と武道の稽古以外はカ
ナカナ蝉（そのヒグラシ）だ。しかし有り難いこ
とに中嶋さんから私と草野さんに峯先生のアトリ
エの手伝いはどうかと連絡を戴いた。午後アトリ
エで最初にやることは午前中にいっぱになった先
生の煙草の灰皿の掃除だった。朝からの制作と思
考の間に口にした煙草は高額納税（タバコ税）の
証拠だ。当時の自由美術の懇親会では禁煙席の表
記をテーブルに立てても喫煙しない会員は限られ
た小数の人だけの時代だった。ある時知ったこと
は、峯先生は清水先生の帰国後の 1933 年京都の木
版画作家の知人・徳力富吉郎（1902̃2000）氏の紹
介で清水先生の最初の門下生になった彫刻家。だ
から我々にとっては同門の大先輩であったのだ。
峯先生の作品は、その幾何学的構成や人体の点線
面量の活用で己の求める美しい立体の形を探究を
している。その結果が粘土の表面に線や面、凹凸
が残るのであり全てより良い答えを求め推敲を重
ねる原稿と同様、勉強の痕跡なのだ。粘土の表面
を見せる為にそれらしく装う作品ではないので常
に現代進行形で明日に繋がる若々しく純粋の美し
さ見せている。日々勉強を続ける永遠の画学生の
様だ。清水先生の制作時の箆遣いと粘土の移動と
同じように見受けられた。ブルデル先生の作品を
学びその不変の造形論と心を初心者の我々に伝え
た清水先生のもとに誰よりも早く入門し、以後戦
中戦後の時代も制作と工夫を続けてきた峯先生の
作品の中に具象彫刻の新たな課題が見えて来る。
歴史の流れの中で前の時代に学びつつも以前には
無かった表現を模索し主題と技法を見つけ、新た
に創作の世界に生きて行く。その考えは多くの努
力と時間によって本物になる。峯先生は三次元芸
術の具象彫刻であまり意識されてこなかった四次
元の表現をすべくモデルの形を参考に工夫と勉強
をされて来られた。作品の人物が単なる固定ポー

ズではなくある運動体の連続した時間の中の動き
としてその前後の形も加えて一体の作品にまとめ
るのだ。先生の作品が映像のストップモーション
的の具象彫刻とは異なる微妙な動きを感じさせて
いるのは彫刻に時間の工夫を加味してきた故だと
言える。我々は自由美術の会場で師の作品と語ら
れた言葉に接してきたがこの件に気がついた同席
者は皆無、仲間で話題にもならなかった。思うに
峯先生は孤独感を覚えて居られたのではないだろ
うか。その先生が記念碑作品の制作に入られた。
当然作品の中に時間の流れを感じさせる仕事にな
るだろう。更に設置する場所に相応しい形態と大
きさの決定、大空間の自然環境と使用する素材の
強度と重量と構造など出来上がった作品では見え
ない多くの工夫と試作を実行されていた。
（この間の体験は以後数十年の私の野外作品制作と
設置にとって最高の勉強となった）。機は熟し実寸
の制作に入る。彫塑用の骨組みは木工技術を身に

「あけぼの像」
宗谷岬の酪農開拓発展の記念碑
　　　　　　　　　　　　　　　　（現場での仕上げ中）
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「鶴さん」((1970年))77.0×42.0×27.0cmブロンズ
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を置いた時その人は現れた。さっき受付で偉
そうに見えた人達もお供みたいにゾロゾロと
後に続いてはいってきた。
先に置かれた搬入作品から順番に見て歩き、
最後に自分の前に立止まり先輩の中嶋一雄さ
んが作者の紹介をしてくれた。小柄で髪の毛
の多いがっちりした体格のその人は穏やかな
顔のお爺さんに見えた。中嶋さんの紹介で『清
水先生に何を教えられた？』と言われ。『垂直・
水平・奥行きについて…柱と梁の例で粘土い
じりの勉強でした』と緊張して返答。その人
は初めて今回の案内状の様な顔になり一言
『んーそうか、止めずにがんばりな…』と、
部屋の外に去って行く、取り巻いて見ていた
皆も遅れまいと後を追う。成りゆきを見てい

た中嶋先輩にあの人が『峯先生だ』と教えられた。
外は朝からの 10 月の冷たい雨が止む気配も無く
降っていたが心の中で（止まぬ雨は無い・陽は又
昇る）と唱えつつ、この夏出来たばかりの秋津の
アトリエへの道を急ぐ。自由美術初出品の【立つ人】
は今でも身近に置いている。

1969 年、峯先生は日本の最北端宗谷岬の酪農の開
拓・発展の記念碑の構想を多くの模型で制作準備
開始。1913 年生れの師は当時作家人生の気力・体
力も充実、良い創作の出来る年齢であった。私は
1966 年会員に推薦され制作と武道の稽古以外はカ
ナカナ蝉（そのヒグラシ）だ。しかし有り難いこ
とに中嶋さんから私と草野さんに峯先生のアトリ
エの手伝いはどうかと連絡を戴いた。午後アトリ
エで最初にやることは午前中にいっぱになった先
生の煙草の灰皿の掃除だった。朝からの制作と思
考の間に口にした煙草は高額納税（タバコ税）の
証拠だ。当時の自由美術の懇親会では禁煙席の表
記をテーブルに立てても喫煙しない会員は限られ
た小数の人だけの時代だった。ある時知ったこと
は、峯先生は清水先生の帰国後の 1933 年京都の木
版画作家の知人・徳力富吉郎（1902̃2000）氏の紹
介で清水先生の最初の門下生になった彫刻家。だ
から我々にとっては同門の大先輩であったのだ。
峯先生の作品は、その幾何学的構成や人体の点線
面量の活用で己の求める美しい立体の形を探究を
している。その結果が粘土の表面に線や面、凹凸
が残るのであり全てより良い答えを求め推敲を重
ねる原稿と同様、勉強の痕跡なのだ。粘土の表面
を見せる為にそれらしく装う作品ではないので常
に現代進行形で明日に繋がる若々しく純粋の美し
さ見せている。日々勉強を続ける永遠の画学生の
様だ。清水先生の制作時の箆遣いと粘土の移動と
同じように見受けられた。ブルデル先生の作品を
学びその不変の造形論と心を初心者の我々に伝え
た清水先生のもとに誰よりも早く入門し、以後戦
中戦後の時代も制作と工夫を続けてきた峯先生の
作品の中に具象彫刻の新たな課題が見えて来る。
歴史の流れの中で前の時代に学びつつも以前には
無かった表現を模索し主題と技法を見つけ、新た
に創作の世界に生きて行く。その考えは多くの努
力と時間によって本物になる。峯先生は三次元芸
術の具象彫刻であまり意識されてこなかった四次
元の表現をすべくモデルの形を参考に工夫と勉強
をされて来られた。作品の人物が単なる固定ポー

ズではなくある運動体の連続した時間の中の動き
としてその前後の形も加えて一体の作品にまとめ
るのだ。先生の作品が映像のストップモーション
的の具象彫刻とは異なる微妙な動きを感じさせて
いるのは彫刻に時間の工夫を加味してきた故だと
言える。我々は自由美術の会場で師の作品と語ら
れた言葉に接してきたがこの件に気がついた同席
者は皆無、仲間で話題にもならなかった。思うに
峯先生は孤独感を覚えて居られたのではないだろ
うか。その先生が記念碑作品の制作に入られた。
当然作品の中に時間の流れを感じさせる仕事にな
るだろう。更に設置する場所に相応しい形態と大
きさの決定、大空間の自然環境と使用する素材の
強度と重量と構造など出来上がった作品では見え
ない多くの工夫と試作を実行されていた。
（この間の体験は以後数十年の私の野外作品制作と
設置にとって最高の勉強となった）。機は熟し実寸
の制作に入る。彫塑用の骨組みは木工技術を身に

ロラン美術館蔵((エバの像と悪魔の手))
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付けて居た学生時代からの年上の同級生で自由美術
会員の草野真津視氏と当時木彫作品を発表していた
先輩の中嶋一雄氏が担当。自分は記念碑の台座に填
め込むレリーフの粘土付けをする。当然先生の仕事
の探究は厳しく、その都度微妙に粘土の骨組みを変
更する、その指示に従い草野さんと中嶋さんは何回
も足場に上り下りする（以下略）粘土原形後、石膏
原形にも手を加え。その後はブロンズとなって計画
通り現場に設置され作業は終了。北の海を背景に設
置した作品の厳しい自然環境に備え、再度漆液を補
強用に塗布作業をして 1971 年 7 月
17 日の除幕式を迎えた。吹き抜ける
風を感じさせる樹木と二人の若者は
困難の風にも打ち勝つ未来への希望
の象徴。その形の組み合わせはさす
がにこの地の景色に合致。多くの事
を教えられた。

＊その後も先生は何時ものように制
作の日々を過ごされ、貧しかった私
に北海道の酪農関係のおみやげだと
『君の彼女は編み物をやるから…』
と毛糸を下さった。以前家内が我々

の粗品として手編みの帽子を御贈りしたのを覚えて
居られたらしい。毛糸の御見立ては先生の奥さまで
上品な色合いの確りした素材で以来今でも大切な思
い出と共にこの毛糸の上着は大事に使い続けて居
る。

＊1970 年多忙の頃だった初夏から別の作品の粘土が
回転台の上に立ち上がっていた。曙像の人物を部分
的に工夫しているのかと思う私達に『鶴さんをモデ
ルにした作品だ』と乾燥除けの布を退けた。そして
『午後に彼は来てくれることになっている…』『君た
ちは何時もの様に仕事をしていたら良い…』と作り
かけの作品に向かう。鶴さんとは自由美術の歴史の
みならず日本の昭和の絵画史では居なくてはならぬ
鶴岡政男（1907～1979）先生のことで、自由美術の
作家の中でもその独特の空気の姿は若い作家には畏
敬の念をもって見られる存在だった。特に長身痩躯
の顔は以前木内さんが友人として（谷中のガマ）と
表現していたが眼光は特別の強さで太い眉と大きな
口に不撓不屈の作家人生の痕跡が刻まれているよう
だ。峯先生もその生き方は異なっていても作家の辛
い時代を共にして権力に阿る事の無い活動にお互い
に認め合う自由を持っていた。アトリエの扉は声と
共に開きガラスの牛乳びんを持ってやってきた。秋・
ブロンズの【鶴さん】は自由美術展に出品。アトリ
エから去る前に我々に曰く『とにかく若いうちはも
のを見てデッサンしな、どう描いても自由なんだか
ら…』遺作展では二人の作家も友人も居ないが【鶴
さん】は居た。

＊聖山のエルミタの生活では居間の一番近くに峯先
生が『わしはもうこれを使って絵を描くことも無い
から…』と頂戴した木製の大きなイーゼルが置かれ
てある、一番良い場所で今も油絵を支えてくれてい

る。油絵の他にスペイン・ロマネスクの彫刻を描い
た和紙の資料の額装品を見る時もこれを使う。私が
教会のロマネスク彫刻の勉強をするきっかけは、峯
先生からフランス・ロマネスクの現地の話と資料と
を見せられたことに拠る。前例の無い具象彫刻の表
現と作品の精神性の確立を目標に制作していたがそ
の歴史的前例の指針となると思っている事の多くが
そこにあったのだ。スペインは日本ではあまり注目
されずフランスほど研究されてはいなかった。それ
に気づかされた先生の写真資料でお気に入りの作品
にはエバをそそのかす悪魔の手の一部が彫刻されて
いる。悪魔の存在する作品では左のアダムの彫刻は
行方不明だ。

＊私が通っていた先生のアトリエに珍しいテニス
ボールくらいの球状の時計があった。峯先生も気に
入っていてお茶を飲むテーブルの上の真中に置いて
いた。お茶のみ話で近くの年取った時計屋さんから
買われたとのこと。『彼は動かなくなった古時計を
修理して復活させる名人らしくかつては石黒敬七の
コレクションも依頼されたり時計に関する本も出版
した』とのこと。自分も秋津のアトリエ用に時をう
つ古い時計が欲しい』と言うと、早速近くだからと
帰る前に連れて行く。間口の小さな昔ながらの店の
納（珍しい姓）さんは峯先生とは親しく早速なおっ
たばかりの時計を私に勧めた。イメージがピッタリ

で気に入った柱時計はアメリカ製で 120 年前の製品。
7 日に一度ゼンマイを巻く、これはそれから 50 数年
経った今もエルミタで時を告げる。昨年のエルミタ
の記録ビデオで仕事場の画像の中で時計が偶然 4 時
を告げた。若いバイト暮らしの思い出の時計は決し
て大きな古時計ではないがエルミタの私には歌手の
平井堅氏の歌の心が伝わり人の命より長生きの時計
に感動している。
峯先生は移り行く時の流れを作品に表現して形だけ
でなく表題も関係あるものが多くなる。或る時『桜
の満開もきれいだがワシはその後
の少し散り始めた頃が良い…』と言う。先生の葬儀
はそんな時期に近くの禅寺で行なわれた。（合掌）
　　　　　　以上文責：彫刻家・M・A・池田宗弘

2025年4月19日（土）、日本画廊で開催中の【生
誕 112 年峯孝展】に足を運ぶ。展示作品は彫
刻（ブロンズ）とロマネスクの作品等のドゥ
ローイング。久しぶりに先生の作品を目の当
りにし、私には半世紀の時の流れを忘れさせ
る貴重な懐かしい情景を蘇らせる時と場に
なった。感謝の思いと共に今も心中に生き続
けている先生のあれこれを限られた紙数の中
に書かせて戴きます。彫刻家の道を歩くこと
を決心して六十数年、私にとって現在も初心
の頃と同様、制作意欲と作品のアイディアが
日々無くならないのは、巡り会い教えを受け
た二人のタカシ先生のおかげと思っている。
一人は清水多嘉示先生の建築的構成論と形の
見方及び立体造形の追求の基本中の基本。も
う一人は峯孝先生で粘土の勉強の時の飽くな
き追求と工夫の態度そして、先生の姿は人類
と芸術作品への謙虚な言動で真摯な芸術家の
高い品性を備えていた。彫刻界の多くの先輩
や先生方は今や旅立ち自分が先生と敬称をつ
けて呼べる最後の彫刻作家は峯孝師だけと
なってしまった。24 歳、制作方向が見えた
1963 年自由美術の出品作と共に初めて旧都美
館の搬入口に到着、顔見知りの何人かの先輩
の他に初対面の会員諸氏が受付作業をやって
いた。玄関の左奥に作品を置く様に言われ自
分で運ぶ。部屋の片隅に遠慮勝ちに【立つ人】
を置いた時その人は現れた。さっき受付で偉
そうに見えた人達もお供みたいにゾロゾロと
後に続いてはいってきた。
先に置かれた搬入作品から順番に見て歩き、
最後に自分の前に立止まり先輩の中嶋一雄さ
んが作者の紹介をしてくれた。小柄で髪の毛
の多いがっちりした体格のその人は穏やかな
顔のお爺さんに見えた。中嶋さんの紹介で『清
水先生に何を教えられた？』と言われ。『垂直・
水平・奥行きについて…柱と梁の例で粘土い
じりの勉強でした』と緊張して返答。その人
は初めて今回の案内状の様な顔になり一言
『んーそうか、止めずにがんばりな…』と、
部屋の外に去って行く、取り巻いて見ていた
皆も遅れまいと後を追う。成りゆきを見てい

た中嶋先輩にあの人が『峯先生だ』と教えられた。
外は朝からの 10 月の冷たい雨が止む気配も無く
降っていたが心の中で（止まぬ雨は無い・陽は又
昇る）と唱えつつ、この夏出来たばかりの秋津の
アトリエへの道を急ぐ。自由美術初出品の【立つ人】
は今でも身近に置いている。

1969 年、峯先生は日本の最北端宗谷岬の酪農の開
拓・発展の記念碑の構想を多くの模型で制作準備
開始。1913 年生れの師は当時作家人生の気力・体
力も充実、良い創作の出来る年齢であった。私は
1966 年会員に推薦され制作と武道の稽古以外はカ
ナカナ蝉（そのヒグラシ）だ。しかし有り難いこ
とに中嶋さんから私と草野さんに峯先生のアトリ
エの手伝いはどうかと連絡を戴いた。午後アトリ
エで最初にやることは午前中にいっぱになった先
生の煙草の灰皿の掃除だった。朝からの制作と思
考の間に口にした煙草は高額納税（タバコ税）の
証拠だ。当時の自由美術の懇親会では禁煙席の表
記をテーブルに立てても喫煙しない会員は限られ
た小数の人だけの時代だった。ある時知ったこと
は、峯先生は清水先生の帰国後の 1933 年京都の木
版画作家の知人・徳力富吉郎（1902̃2000）氏の紹
介で清水先生の最初の門下生になった彫刻家。だ
から我々にとっては同門の大先輩であったのだ。
峯先生の作品は、その幾何学的構成や人体の点線
面量の活用で己の求める美しい立体の形を探究を
している。その結果が粘土の表面に線や面、凹凸
が残るのであり全てより良い答えを求め推敲を重
ねる原稿と同様、勉強の痕跡なのだ。粘土の表面
を見せる為にそれらしく装う作品ではないので常
に現代進行形で明日に繋がる若々しく純粋の美し
さ見せている。日々勉強を続ける永遠の画学生の
様だ。清水先生の制作時の箆遣いと粘土の移動と
同じように見受けられた。ブルデル先生の作品を
学びその不変の造形論と心を初心者の我々に伝え
た清水先生のもとに誰よりも早く入門し、以後戦
中戦後の時代も制作と工夫を続けてきた峯先生の
作品の中に具象彫刻の新たな課題が見えて来る。
歴史の流れの中で前の時代に学びつつも以前には
無かった表現を模索し主題と技法を見つけ、新た
に創作の世界に生きて行く。その考えは多くの努
力と時間によって本物になる。峯先生は三次元芸
術の具象彫刻であまり意識されてこなかった四次
元の表現をすべくモデルの形を参考に工夫と勉強
をされて来られた。作品の人物が単なる固定ポー

ズではなくある運動体の連続した時間の中の動き
としてその前後の形も加えて一体の作品にまとめ
るのだ。先生の作品が映像のストップモーション
的の具象彫刻とは異なる微妙な動きを感じさせて
いるのは彫刻に時間の工夫を加味してきた故だと
言える。我々は自由美術の会場で師の作品と語ら
れた言葉に接してきたがこの件に気がついた同席
者は皆無、仲間で話題にもならなかった。思うに
峯先生は孤独感を覚えて居られたのではないだろ
うか。その先生が記念碑作品の制作に入られた。
当然作品の中に時間の流れを感じさせる仕事にな
るだろう。更に設置する場所に相応しい形態と大
きさの決定、大空間の自然環境と使用する素材の
強度と重量と構造など出来上がった作品では見え
ない多くの工夫と試作を実行されていた。
（この間の体験は以後数十年の私の野外作品制作と
設置にとって最高の勉強となった）。機は熟し実寸
の制作に入る。彫塑用の骨組みは木工技術を身に

「小さな獲物」((1967年)) 101.0×100.0×31.0cm 「戦禍の老婆」((1967年)) 54.0×30.0×37.0cm

「ガンバレ老犬」((1996年)) 38.5×48.0×24.0cm
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来いよ。ヨーロッパに遊びに行くのもいいぜ。ヒコーキ代もホテル代も俺、全部出すから来いよ」。行かない、

地続きじゃないと。「普通は来るんだけどな。俺が、これだけ誘ったら。ダイゴ変わってるからな」。いいや、

フツウだよ。「そうだよな。ダイゴはそうだよな」。「俺たち、何で絵を描いてるのかな」。それから二人、ひと

しきり黙って静かに酒を呑み続けた。

　2025 年 1 月 17～25 日、新生堂。生前、最後の展覧会にして、回顧展。初期作品から最期直前まで、生きる事

の限りを込め続け、不自由と自由を超えてなお、己たらんとする画面が立ち並ぶ会場。かつての、練磨の限りを

尽くしたのちの自在さに溢れる作品たち。繊細な感覚、堅牢な絵肌、画面構成、構築、練磨の後の自由と自在さ。

それらと、パーキンソン病のちの、自在と不自由さを超えて立ち現れるミズテツオの絵とが、互いに相交わし合い、

生きることの証を個展空間に放ち続けていた。「俺、石膏とか写真とか描けない。でも、絵って、そういうもんじゃ

ないと思う」。「俺、俺の描けるもので描くんだ」。遙か昔も、この時の今も、ミズテツオは自らを通し続けていた。

　見るべきものを見、見なくてよいものを見ず、己の見るべきものを圧倒的に見続ける。彼は、生きている限り、

それを為し続けた絵描きであった。生前、出会った人々、これから彼に出会い行く人たちに、その事が遙かに伝

わり続くことを願って止まない。

　1月17日、最後の会話。そして、図録に記した最後の文字。あらゆる人へ宛てた最後の文字。「だいごへ、元気で、

絵、生きるがごとくに」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025.7.　D記

　書き留めることは何も無いのかもしれない。絵を描き、生き、そして息が止まった。絵は、彼に全てを与え、

全てを彼から奪い去っていった。それも承知の事であった。描き続けゆく彼に宿りゆく生命体。取り憑かれたが

如く、自らが生み出したが如く、更に突き進み、更に倒れゆく他はないのだ。ミズテツオが書き残した無数の言

葉は文字姿を残しながらも、けして彼自らへは辿り着けぬのだ。絵は全てを発し、全てを受け止め続く。

　世の中的には、既に何処か壊れていたのだ。壊れながら飛び続ける飛行体は、手離してはならぬものを追い求

め続く他は無かったのだ。「俺、本当は普通の人間なんだよ。普通の人間ではなくなるためには、どうしたら良いか。

俺、本当は普通なんだよ。どうしたら普通でなくなるか」。いや、普通で良いと思うよ、あなたの普通は既に普通じゃ

ないんだから…。「フフフ、そうか。そうかもな」。

　初めての出会いは、横浜、神奈川県民ホールギャラリー、階上、喫茶店、1977 年。互いにこの先、二度と会

うまいと思う出会いと別れであった。触れれば即座に崩壊してしまうような脆い鋼とカミソリを、二人無数に纏

い合い、硬質感が剥き出しであったのだろう。それから何故か、出会い続けてしまうこととなった。彼の生き来

し方、立居振る舞い、ミズテツオ自らと画面に降り頻る、無数の恋、喧噪、世俗欲、失恋、何事も律しきれないながら、

絵は、それら全てを抱え、内包し、更に広がり続け、彼は、絵に対してのみ全てを律し、生きる全てを込め続けた。

　何度となく発し続けた言葉「哀しみ」。選ばれし者ゆえではなく、求め続けるがゆえに生じ続く哀しみ。絵に

魅入られ、絵に魅入り、この世の全ての人間と同じく、求め続け倒れ続け生き続けたのだ。「俺、ゴッホ、嫌なんだ、

怖いんだよ」モジリアーニら、夭折の天才画家に憧れ、彼らの没年齢前になる度に、「俺、もうダメかもしれない」

と云い出し、「でも俺、夭折は 60 歳になっても夭折なんだ」と更に求め行く。ゴッホへの恐怖は、互いの、あま

りの類似さに、近似と憧れと恐怖が増幅したゆえに他ならぬ。

　水島哲雄時代、初めての新宿・椿近代画廊個展。モジリアーニ、松本峻介を思い起こさせる少年、少女、女、

青年の絵と、水彩画の抽象作品が並べられていた。「あなた、どう思う？」。珍しくまともに訊ねて来た。この抽

象作品、素晴らしいと思う。「うん、でも俺、しばらく、こっち、人物とか青年でやっていこうと思う」。「いろ

んな画商がいるけど、絵描きなんてインスタントラーメン食ってりゃいいんだってのもいるけど、俺、絶対やだ。

いつか必ずひっくり返してやる」。年月が過ぎ、画商シュナイダーに出会い、日本とヨーロッパを往復する日々

が続く。彼は、昔から、自分の絵に惚れていない画商を嫌った。折り合いを付けて付き合い続けても圧倒的に

嫌い続けた。

　ヨーロッパでミズテツオの絵を認めたシュナイダーは、彼の絵を、こう評したという。「シュナイダーが云う

んだ。フラッグシリーズの絵は今まで見たことのない絵だって。西洋の堅牢な画面と日本の色彩色感が一緒になっ

た絵は初めて出会ったって。でも、他の少年とか少女とかは、モジリアーニとかのコピーだからダメだって」。「俺、

シュナイダーと一緒にやろうと思った…」。画歴にある展覧会タイトル、「ピカソ、シャガール、ダリ、メロア、

ミズ展」、1988年から2008年にかけてヨーロッパの美術館で開かれた大展覧会、ギャラリー個展。「…ダイゴ、

ミズテツオ　　  1944－2025

醍醐　イサム

1987年　　a woman（女）
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来いよ。ヨーロッパに遊びに行くのもいいぜ。ヒコーキ代もホテル代も俺、全部出すから来いよ」。行かない、

地続きじゃないと。「普通は来るんだけどな。俺が、これだけ誘ったら。ダイゴ変わってるからな」。いいや、

フツウだよ。「そうだよな。ダイゴはそうだよな」。「俺たち、何で絵を描いてるのかな」。それから二人、ひと

しきり黙って静かに酒を呑み続けた。

　2025 年 1 月 17～25 日、新生堂。生前、最後の展覧会にして、回顧展。初期作品から最期直前まで、生きる事

の限りを込め続け、不自由と自由を超えてなお、己たらんとする画面が立ち並ぶ会場。かつての、練磨の限りを

尽くしたのちの自在さに溢れる作品たち。繊細な感覚、堅牢な絵肌、画面構成、構築、練磨の後の自由と自在さ。

それらと、パーキンソン病のちの、自在と不自由さを超えて立ち現れるミズテツオの絵とが、互いに相交わし合い、

生きることの証を個展空間に放ち続けていた。「俺、石膏とか写真とか描けない。でも、絵って、そういうもんじゃ

ないと思う」。「俺、俺の描けるもので描くんだ」。遙か昔も、この時の今も、ミズテツオは自らを通し続けていた。

　見るべきものを見、見なくてよいものを見ず、己の見るべきものを圧倒的に見続ける。彼は、生きている限り、

それを為し続けた絵描きであった。生前、出会った人々、これから彼に出会い行く人たちに、その事が遙かに伝

わり続くことを願って止まない。

　1月17日、最後の会話。そして、図録に記した最後の文字。あらゆる人へ宛てた最後の文字。「だいごへ、元気で、

絵、生きるがごとくに」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025.7.　D記

　書き留めることは何も無いのかもしれない。絵を描き、生き、そして息が止まった。絵は、彼に全てを与え、

全てを彼から奪い去っていった。それも承知の事であった。描き続けゆく彼に宿りゆく生命体。取り憑かれたが

如く、自らが生み出したが如く、更に突き進み、更に倒れゆく他はないのだ。ミズテツオが書き残した無数の言

葉は文字姿を残しながらも、けして彼自らへは辿り着けぬのだ。絵は全てを発し、全てを受け止め続く。

　世の中的には、既に何処か壊れていたのだ。壊れながら飛び続ける飛行体は、手離してはならぬものを追い求

め続く他は無かったのだ。「俺、本当は普通の人間なんだよ。普通の人間ではなくなるためには、どうしたら良いか。

俺、本当は普通なんだよ。どうしたら普通でなくなるか」。いや、普通で良いと思うよ、あなたの普通は既に普通じゃ

ないんだから…。「フフフ、そうか。そうかもな」。

　初めての出会いは、横浜、神奈川県民ホールギャラリー、階上、喫茶店、1977 年。互いにこの先、二度と会

うまいと思う出会いと別れであった。触れれば即座に崩壊してしまうような脆い鋼とカミソリを、二人無数に纏

い合い、硬質感が剥き出しであったのだろう。それから何故か、出会い続けてしまうこととなった。彼の生き来

し方、立居振る舞い、ミズテツオ自らと画面に降り頻る、無数の恋、喧噪、世俗欲、失恋、何事も律しきれないながら、

絵は、それら全てを抱え、内包し、更に広がり続け、彼は、絵に対してのみ全てを律し、生きる全てを込め続けた。

　何度となく発し続けた言葉「哀しみ」。選ばれし者ゆえではなく、求め続けるがゆえに生じ続く哀しみ。絵に

魅入られ、絵に魅入り、この世の全ての人間と同じく、求め続け倒れ続け生き続けたのだ。「俺、ゴッホ、嫌なんだ、

怖いんだよ」モジリアーニら、夭折の天才画家に憧れ、彼らの没年齢前になる度に、「俺、もうダメかもしれない」

と云い出し、「でも俺、夭折は 60 歳になっても夭折なんだ」と更に求め行く。ゴッホへの恐怖は、互いの、あま

りの類似さに、近似と憧れと恐怖が増幅したゆえに他ならぬ。

　水島哲雄時代、初めての新宿・椿近代画廊個展。モジリアーニ、松本峻介を思い起こさせる少年、少女、女、

青年の絵と、水彩画の抽象作品が並べられていた。「あなた、どう思う？」。珍しくまともに訊ねて来た。この抽

象作品、素晴らしいと思う。「うん、でも俺、しばらく、こっち、人物とか青年でやっていこうと思う」。「いろ

んな画商がいるけど、絵描きなんてインスタントラーメン食ってりゃいいんだってのもいるけど、俺、絶対やだ。

いつか必ずひっくり返してやる」。年月が過ぎ、画商シュナイダーに出会い、日本とヨーロッパを往復する日々

が続く。彼は、昔から、自分の絵に惚れていない画商を嫌った。折り合いを付けて付き合い続けても圧倒的に

嫌い続けた。

　ヨーロッパでミズテツオの絵を認めたシュナイダーは、彼の絵を、こう評したという。「シュナイダーが云う

んだ。フラッグシリーズの絵は今まで見たことのない絵だって。西洋の堅牢な画面と日本の色彩色感が一緒になっ

た絵は初めて出会ったって。でも、他の少年とか少女とかは、モジリアーニとかのコピーだからダメだって」。「俺、

シュナイダーと一緒にやろうと思った…」。画歴にある展覧会タイトル、「ピカソ、シャガール、ダリ、メロア、

ミズ展」、1988年から2008年にかけてヨーロッパの美術館で開かれた大展覧会、ギャラリー個展。「…ダイゴ、

1976年　　青年

1995年　　人・平和・光
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来いよ。ヨーロッパに遊びに行くのもいいぜ。ヒコーキ代もホテル代も俺、全部出すから来いよ」。行かない、

地続きじゃないと。「普通は来るんだけどな。俺が、これだけ誘ったら。ダイゴ変わってるからな」。いいや、

フツウだよ。「そうだよな。ダイゴはそうだよな」。「俺たち、何で絵を描いてるのかな」。それから二人、ひと

しきり黙って静かに酒を呑み続けた。

　2025 年 1 月 17～25 日、新生堂。生前、最後の展覧会にして、回顧展。初期作品から最期直前まで、生きる事

の限りを込め続け、不自由と自由を超えてなお、己たらんとする画面が立ち並ぶ会場。かつての、練磨の限りを

尽くしたのちの自在さに溢れる作品たち。繊細な感覚、堅牢な絵肌、画面構成、構築、練磨の後の自由と自在さ。

それらと、パーキンソン病のちの、自在と不自由さを超えて立ち現れるミズテツオの絵とが、互いに相交わし合い、

生きることの証を個展空間に放ち続けていた。「俺、石膏とか写真とか描けない。でも、絵って、そういうもんじゃ

ないと思う」。「俺、俺の描けるもので描くんだ」。遙か昔も、この時の今も、ミズテツオは自らを通し続けていた。

　見るべきものを見、見なくてよいものを見ず、己の見るべきものを圧倒的に見続ける。彼は、生きている限り、

それを為し続けた絵描きであった。生前、出会った人々、これから彼に出会い行く人たちに、その事が遙かに伝

わり続くことを願って止まない。

　1月17日、最後の会話。そして、図録に記した最後の文字。あらゆる人へ宛てた最後の文字。「だいごへ、元気で、

絵、生きるがごとくに」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025.7.　D記

　書き留めることは何も無いのかもしれない。絵を描き、生き、そして息が止まった。絵は、彼に全てを与え、

全てを彼から奪い去っていった。それも承知の事であった。描き続けゆく彼に宿りゆく生命体。取り憑かれたが

如く、自らが生み出したが如く、更に突き進み、更に倒れゆく他はないのだ。ミズテツオが書き残した無数の言

葉は文字姿を残しながらも、けして彼自らへは辿り着けぬのだ。絵は全てを発し、全てを受け止め続く。

　世の中的には、既に何処か壊れていたのだ。壊れながら飛び続ける飛行体は、手離してはならぬものを追い求

め続く他は無かったのだ。「俺、本当は普通の人間なんだよ。普通の人間ではなくなるためには、どうしたら良いか。

俺、本当は普通なんだよ。どうしたら普通でなくなるか」。いや、普通で良いと思うよ、あなたの普通は既に普通じゃ

ないんだから…。「フフフ、そうか。そうかもな」。

　初めての出会いは、横浜、神奈川県民ホールギャラリー、階上、喫茶店、1977 年。互いにこの先、二度と会

うまいと思う出会いと別れであった。触れれば即座に崩壊してしまうような脆い鋼とカミソリを、二人無数に纏

い合い、硬質感が剥き出しであったのだろう。それから何故か、出会い続けてしまうこととなった。彼の生き来

し方、立居振る舞い、ミズテツオ自らと画面に降り頻る、無数の恋、喧噪、世俗欲、失恋、何事も律しきれないながら、

絵は、それら全てを抱え、内包し、更に広がり続け、彼は、絵に対してのみ全てを律し、生きる全てを込め続けた。

　何度となく発し続けた言葉「哀しみ」。選ばれし者ゆえではなく、求め続けるがゆえに生じ続く哀しみ。絵に

魅入られ、絵に魅入り、この世の全ての人間と同じく、求め続け倒れ続け生き続けたのだ。「俺、ゴッホ、嫌なんだ、

怖いんだよ」モジリアーニら、夭折の天才画家に憧れ、彼らの没年齢前になる度に、「俺、もうダメかもしれない」

と云い出し、「でも俺、夭折は 60 歳になっても夭折なんだ」と更に求め行く。ゴッホへの恐怖は、互いの、あま

りの類似さに、近似と憧れと恐怖が増幅したゆえに他ならぬ。

　水島哲雄時代、初めての新宿・椿近代画廊個展。モジリアーニ、松本峻介を思い起こさせる少年、少女、女、

青年の絵と、水彩画の抽象作品が並べられていた。「あなた、どう思う？」。珍しくまともに訊ねて来た。この抽

象作品、素晴らしいと思う。「うん、でも俺、しばらく、こっち、人物とか青年でやっていこうと思う」。「いろ

んな画商がいるけど、絵描きなんてインスタントラーメン食ってりゃいいんだってのもいるけど、俺、絶対やだ。

いつか必ずひっくり返してやる」。年月が過ぎ、画商シュナイダーに出会い、日本とヨーロッパを往復する日々

が続く。彼は、昔から、自分の絵に惚れていない画商を嫌った。折り合いを付けて付き合い続けても圧倒的に

嫌い続けた。

　ヨーロッパでミズテツオの絵を認めたシュナイダーは、彼の絵を、こう評したという。「シュナイダーが云う

んだ。フラッグシリーズの絵は今まで見たことのない絵だって。西洋の堅牢な画面と日本の色彩色感が一緒になっ

た絵は初めて出会ったって。でも、他の少年とか少女とかは、モジリアーニとかのコピーだからダメだって」。「俺、

シュナイダーと一緒にやろうと思った…」。画歴にある展覧会タイトル、「ピカソ、シャガール、ダリ、メロア、

ミズ展」、1988年から2008年にかけてヨーロッパの美術館で開かれた大展覧会、ギャラリー個展。「…ダイゴ、

1976年　　風景（landscape）

1980年　　二人

1987年　　無題（untitled）2024年　TKG
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来いよ。ヨーロッパに遊びに行くのもいいぜ。ヒコーキ代もホテル代も俺、全部出すから来いよ」。行かない、

地続きじゃないと。「普通は来るんだけどな。俺が、これだけ誘ったら。ダイゴ変わってるからな」。いいや、

フツウだよ。「そうだよな。ダイゴはそうだよな」。「俺たち、何で絵を描いてるのかな」。それから二人、ひと

しきり黙って静かに酒を呑み続けた。

　2025 年 1 月 17～25 日、新生堂。生前、最後の展覧会にして、回顧展。初期作品から最期直前まで、生きる事

の限りを込め続け、不自由と自由を超えてなお、己たらんとする画面が立ち並ぶ会場。かつての、練磨の限りを

尽くしたのちの自在さに溢れる作品たち。繊細な感覚、堅牢な絵肌、画面構成、構築、練磨の後の自由と自在さ。

それらと、パーキンソン病のちの、自在と不自由さを超えて立ち現れるミズテツオの絵とが、互いに相交わし合い、

生きることの証を個展空間に放ち続けていた。「俺、石膏とか写真とか描けない。でも、絵って、そういうもんじゃ

ないと思う」。「俺、俺の描けるもので描くんだ」。遙か昔も、この時の今も、ミズテツオは自らを通し続けていた。

　見るべきものを見、見なくてよいものを見ず、己の見るべきものを圧倒的に見続ける。彼は、生きている限り、

それを為し続けた絵描きであった。生前、出会った人々、これから彼に出会い行く人たちに、その事が遙かに伝

わり続くことを願って止まない。

　1月17日、最後の会話。そして、図録に記した最後の文字。あらゆる人へ宛てた最後の文字。「だいごへ、元気で、

絵、生きるがごとくに」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025.7.　D記

　書き留めることは何も無いのかもしれない。絵を描き、生き、そして息が止まった。絵は、彼に全てを与え、

全てを彼から奪い去っていった。それも承知の事であった。描き続けゆく彼に宿りゆく生命体。取り憑かれたが

如く、自らが生み出したが如く、更に突き進み、更に倒れゆく他はないのだ。ミズテツオが書き残した無数の言

葉は文字姿を残しながらも、けして彼自らへは辿り着けぬのだ。絵は全てを発し、全てを受け止め続く。

　世の中的には、既に何処か壊れていたのだ。壊れながら飛び続ける飛行体は、手離してはならぬものを追い求

め続く他は無かったのだ。「俺、本当は普通の人間なんだよ。普通の人間ではなくなるためには、どうしたら良いか。

俺、本当は普通なんだよ。どうしたら普通でなくなるか」。いや、普通で良いと思うよ、あなたの普通は既に普通じゃ

ないんだから…。「フフフ、そうか。そうかもな」。

　初めての出会いは、横浜、神奈川県民ホールギャラリー、階上、喫茶店、1977 年。互いにこの先、二度と会

うまいと思う出会いと別れであった。触れれば即座に崩壊してしまうような脆い鋼とカミソリを、二人無数に纏

い合い、硬質感が剥き出しであったのだろう。それから何故か、出会い続けてしまうこととなった。彼の生き来

し方、立居振る舞い、ミズテツオ自らと画面に降り頻る、無数の恋、喧噪、世俗欲、失恋、何事も律しきれないながら、

絵は、それら全てを抱え、内包し、更に広がり続け、彼は、絵に対してのみ全てを律し、生きる全てを込め続けた。

　何度となく発し続けた言葉「哀しみ」。選ばれし者ゆえではなく、求め続けるがゆえに生じ続く哀しみ。絵に

魅入られ、絵に魅入り、この世の全ての人間と同じく、求め続け倒れ続け生き続けたのだ。「俺、ゴッホ、嫌なんだ、

怖いんだよ」モジリアーニら、夭折の天才画家に憧れ、彼らの没年齢前になる度に、「俺、もうダメかもしれない」

と云い出し、「でも俺、夭折は 60 歳になっても夭折なんだ」と更に求め行く。ゴッホへの恐怖は、互いの、あま

りの類似さに、近似と憧れと恐怖が増幅したゆえに他ならぬ。

　水島哲雄時代、初めての新宿・椿近代画廊個展。モジリアーニ、松本峻介を思い起こさせる少年、少女、女、

青年の絵と、水彩画の抽象作品が並べられていた。「あなた、どう思う？」。珍しくまともに訊ねて来た。この抽

象作品、素晴らしいと思う。「うん、でも俺、しばらく、こっち、人物とか青年でやっていこうと思う」。「いろ

んな画商がいるけど、絵描きなんてインスタントラーメン食ってりゃいいんだってのもいるけど、俺、絶対やだ。

いつか必ずひっくり返してやる」。年月が過ぎ、画商シュナイダーに出会い、日本とヨーロッパを往復する日々

が続く。彼は、昔から、自分の絵に惚れていない画商を嫌った。折り合いを付けて付き合い続けても圧倒的に

嫌い続けた。

　ヨーロッパでミズテツオの絵を認めたシュナイダーは、彼の絵を、こう評したという。「シュナイダーが云う

んだ。フラッグシリーズの絵は今まで見たことのない絵だって。西洋の堅牢な画面と日本の色彩色感が一緒になっ

た絵は初めて出会ったって。でも、他の少年とか少女とかは、モジリアーニとかのコピーだからダメだって」。「俺、

シュナイダーと一緒にやろうと思った…」。画歴にある展覧会タイトル、「ピカソ、シャガール、ダリ、メロア、

ミズ展」、1988年から2008年にかけてヨーロッパの美術館で開かれた大展覧会、ギャラリー個展。「…ダイゴ、

2024年　　OKM

2014年　　PP
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自由美術会員の個展、グループ展、各地域の自由美術主催展
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２０２４

第50回自由美術香川

加木屋満展

遊墨展
阿部真由美

空夜-Cooya -
山田かの子

第59回自由美術群馬展

坐・琳派展
醍醐イサム

ミズ テツオ 展

第54回大分自由美術展

第20回満月展
阿部眞由美　岡本叔子　相良由紀

Two-Side展
阿部真由美

松田真治彫刻展

第72回朝霞市県展作品展
醍醐イサム

五十歩百歩③
阿部真由美

多面体
醍醐イサム

濵野春美展

版画の海

絵画の森

はじまりの庭
平澤重信　佐々木厚子　谷内徹

善通寺市美術館(展示室1・2)

可児市文化創造センターala

ギャラリー Ｋ

ARTONE

ノイエス朝日

鶴見画廊

ギャラリーゴトウ

大分県立美術館3階展示室B

千駄木画廊

DOMOANES

石川国際交流サロン

朝霞市博物館

あかね画廊

始弘画廊

ちばぎんひまわりギャラリー

ギャラリーストークス

ギャラリーストークス

ギャラリーストークス
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ヒトトモノタチ

京橋現代美術展2024
醍醐イサム

アンティーブへの想い
山田かの子

泉崎村カントリーヴィレッジ
国際彫刻展
小野田志津代

KOKORO JAPAN AU
MUSEE ESPACE MATRA
長尾周二　楠本惠子
佐藤ひろみ　寺床まり子
若生ひとみ

まほろば 佐久に咲く素描展
2024
平澤重信　醍醐イサム

平澤重信展

ちいさくてもいいじゃないか
みんなのミニチュア作品展
那須ゆいか

小野精三展

柳田祐希個展

「一番組」展
阿部眞由美　有田敬子
相良由紀

<風土>に生きる・Ⅺ
岩瀬晶子

第88回 自由美術(京都展)

菊池まり子展

色が・色と・色を語る展
阿部眞由美

ゆう画廊

ギャラリー檜B・C

ギャラリーアルトン

泉崎村カントリーヴィレッジ

ロモランタン=ラントネー マトラ
自動車博物館　フランス

ギャラリー絵夢

ギャラリーきっさこ

市立岡谷美術考古館

ギャラリーソレイユ

あかね画廊

千駄木画廊

ギャルリー志門

京郡市美術館別館 1F・2F

UTSU工房ノブズギャラリー

ギャラリーＧＫ

多胡宏

平澤重信渡邉知平
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２０２５

愛知県芸術文化センター8F
愛知県美術館ギャラリー(展示室A·B·C)

ギャラリー ムサシ

ぎゃらりいサムホール

岡谷美術考古館

ポルトリブレ

銀座アートホール

中和ギャラリー

ギャラリー枝香庵

ギャラリー絵夢

宇都宮美術館

gallery Cajio

Gallery Zaroff

あらかわ画廊

東広島芸術文化ホールくらら

中和ギャラリー

Tino（ティノ）

千駄木画廊

ギャラリー 暁
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第32回朝霞市美術協会展
醍醐イサム

2022ヴェルジェ展
寺床まり子

第37回多摩5美術展
尾﨑武　西村幸生　野口高史
古田由美子

Winter Festa 2024
阿部眞由美

山田かの子個展

平口幸子/大石佳子2人展

No.32アール・デサンプル展

醍醐イサム個展

3人展(山本清人/たなかみか/◯hiromi)
山本清人

四人の作家達展
寺床まり子

越川道江アトリエ展

2024年ギリギリ展
寺床まり子　永畑隆男

21世紀美術交流展
阿部眞由美　有田敬子
一ノ澤文夫　入江孝子
岡本叔子　相良由紀
中野渡みね子　姫井美貴子
本間公任子

中田京子展

29それぞれの現在展
山本清人

Winter Festa
平澤重信

GALA展2025
阿部眞由美

朝霞市中央公民館ギャラリー

ギャルリーヴェルジェ

南町スポーツ・文化交流センター
「きらっと」2階　多目的ホール

DOMOANES

AKIRA-ISAO

しずぎんギャラリー

千駄木画廊

K's Gallery

一口坂ギャラリィ

ART SPACE SOW

東広島芸術文化ホールくらら
市民ギャラリー

K's Gallery

千駄木画廊

各務原市中央図書館展示室A・B

愛知県美術館ギャラリー
- 愛知芸術文化センター

ギャラリー枝香庵

ギャラリーK
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第88回 自由美術(名古屋)

山口長男☆野見山暁治と実専展
小野清三

新春ガラス絵展
平澤重信

2025艸展
那須ゆいか

素粒子展Ⅳ
相良由紀

2025彫刻１３人展

Symphony
吉川千里

画廊散策の愉しみ ⅠⅡ
平澤重信

現代抽象作家展
寺床まり子　霊山邦夫
中野渡みね子　村秋木綿

第6回宇都宮美術の現在展
青木俊子

思索の現場2025
平澤重信

柳田祐希個展

満天の星展ⅩⅣ
平澤重信

第8回サイ·トゥオンブリhommage展
岩瀬晶子　西尾裕　宮下光子
越川道江　並木貴子

霊山邦夫個展

こんろん
醍醐イサム  辻忍
西牧喜文  柳田祐希

ヒカリ展

2025ミニミニ100選展
中野渡みね子

岩瀬晶子

美濃部民子 野口高史
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第16回春季朝霞市美術協会展
醍醐イサム

寺床まり子展

相良由紀展

神田現代美術展2025
醍醐イサム

表現の原点
小倉信一

四人の女性アーティストの
ユニークなビジョン
岩瀬晶子　三宅三奈

仮面藻展
阿部眞由美

第76回中部自由美術

的場脩二展

ART FILE展 後期
寺床まり子　鈴木香織　相良由紀

Monochrome
古田由美子

自由美術京都作家展

学園祭 展 Ⅴ
阿部眞由美　一ノ澤文夫
相良由紀　中野渡みね子
姫井美貴子　ミズテツオ

SHYOWA
阿部真由美

MG5
霊山邦夫

りっかのころ
平澤重信

Kissa来 ねこ展2025
平澤重信

醍醐イサム個展

朝霞市中央公民館ギャラリー

K's Gallery

K's Gallery

木ノ葉画廊

ゆう画廊　5/6F

ふくやま美術館

ギャラリーＧＫ

愛知県美術館ギャラリーE室

熊野市文化交流センター

K's Gallery

ギャルリー志門

京都府立文化芸術会館
大陳列室

千駄木画廊

DOMOANES

中和ギャラリー

あらかわ画廊

ギャラリー きっさこ

ギャラリーストークス
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岩瀬晶子展

吉村俊展

伊藤朝彦墨絵展

梅野亮、ミズテツオ2人展
ミズテツオ

2025コレクションズM展
阿部真由美　醍醐イサム

山田かの子展

新潟の美術家たち展ⅩⅠ
長谷部昇　山岸千冬

第14回東京自由美術展

第39回「はんの会」孔版画展
姫井美貴子

美濃部民子個展

初夏のAllumage展
醍醐イサム　小野精三
小林成行　相良由紀
鈴木香織　寺床まり子

優しい時間
相良由紀　姫井美貴子
阿部眞由美

西牧喜文展

野口高史展

ミズテツオ追悼展

コレクターの眼展
姫井美貴子

“U展”千駄木

日仏国際交流展
寺床まり子

國定正彦 竹越仁恵二人展

吉田光正彫刻展

sankakuギャラリー

千駄木画廊

日本画廊

ギャラリー絵夢

ギャラリーＧＫ

K's Gallery

JAA gallery(美術家連盟画廊)

東京都美術館

東京交通会館 B1F

ギャラリーストークス

K's Gallery Room C

ギャラリー オル・テール

K's Gallery

アートギャラリー絵の具箱

四季彩舎

ギャラリー絵夢

千駄木画廊

ミュゼ松井田

ギャラリーストークス

高崎高島屋 5階
アートギャラリー

正田明子 的場脩二
西牧喜文
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第41回ぐんま版画展
多胡宏　中林三恵　吉田光正

夏のAllumage展-Ⅰ
五十嵐久美子

第27回綺羅星★展
伊藤雄人　笠井順子
小暮芳宏　古橋眞智子
村秋木綿　依田元明

STARTS IN JULYT
醍醐イサム

第62回自由美術関西展

醍醐イサム個展

2025・第60回自由美術・秋田展

現代美術東西交流展
阿部眞由美

KOKORO JAPAN chatres_sur_cher
寺床まり子

第23回獏展
中野渡みね子

Gallery HINOKI Art Fair XXⅦ
中野渡みね子　山田かの子
相良由紀

第23回自由美術富山グループ展

第60回自由美術群馬展

Symphony
岡本叔子　岸川理子

第67回東中国自由美術展

現代ガールズコレクション展
寺床まり子

正田明子個展

高崎シティギャラリー
第一展示室・予備室

K's Gallery Room C

千駄木画廊

ギャラリー檜B

京都府立文化芸術会館
1階・2階展示室

ギャラリー絵夢

秋田県立美術館
県民ギャラリー

ギャラリーＧＫ

フランス　シャトル
シェルシュール 市庁舎

K's Gallery　Room A/B

ギャラリー檜B・C(e・F)

富山県民会館美術館

ノイエス朝日

中和ギャラリー

岡山県天神山文化プラザ
第1展示室（1F）

うすい百貨店８階ギャラリー

山ロ井筒屋5階美術ギャラリー
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美術展 II 輪の会
谷部昇　渡辺雪子　鶴巻加代
山岸千冬　カルベアキシロ

Concrete - 形への思い -

AWAKE　～目覚め～
寺床まり子

柳田祐希個展

第51回自由美術香川

平和を愛するあなたへ展
那須ゆいか

平澤重信展

遊墨展
阿部眞由美

田中秀樹展

菊池まり子展

汲美の会展
平澤重信

第57回 黄人展

山本清人個展
～境界との調和～

墨展 ー今日の表現ー
柳田祐希

2025山口自由美術展

五十歩百歩④
阿部眞由美

Dal Vent 風によって
那須ゆいか

絵画の森

版画の海

まちなかギャラリー

ギャラリー絵夢

コリドーギャラリー26

あかね画廊

善通寺市美術館(展示室1・2)

すわっチャオ1～5会議室

山口画廊

ギャラリーＫ

中和ギャラリー

UTSU工房ノブズギャラリー

ギャラリーゴトウ

広島県立美術館ギャラリー5室

水の音

好文画廊

防府市地域交流センター
アスピラート

あかね画廊

えすぱす ミラボオ

ギャラリーストークス

ギャラリーストークス

霊山邦夫 山本清人 吉村俊
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編 集 後 記

　個展会期中である。己の作品空間に身を置いて、編集後記の文章考えている。言葉・文字

に表現し難いことがある故、作品・画面に託しているというのに、文章を書くとは…編集担

当として諸作家の方々に文章を依頼しておきながら、複雑な想いである。

　今年は二人の作家の追悼文に加え、土方明司先生に自由美術への文章を寄せていただいた。

　在りし日の作家の生き様に想いを馳せ、先人達の時代のエネルギー、かつての時代の空気

が各文章から立ち現れているように感じた。

　諸先輩方の時代に身を置けなかったことに、一抹の寂しさを感じるが、彼らの作品には現

代でもお会いすることが出来る。作品は作家自身を今に伝えてくれる。

　では、己の作品は如何様にあるか。個展空間に在って己を省みて止まない。（2025.8.柳田）

編集研究部　柳田　祐希、五十嵐久美子　（立体部）川﨑　文雄　
協力委員　福田　　篤、栗本　浩二　　　　　　　　　　　　　

公文　淳子、醍醐イサム　　　　　　　　　　　　　
平澤　重信　　　　　　　　　　　　　

広告担当　松﨑　九鬼　　　　　　　　　　　　　
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K’s Gallery Room A/B/C

TEL 03－5159－0809
＊移転しました＊

JR馬喰町駅
1番出口 6分

●

都営新宿線 馬喰横山駅
A2出口 4分
A3出口 2分
A4出口（エレベーター） 3分

●

都営浅草線 東日本橋駅
B1出口（エレベーター）  4分
B2出口3分

●

日比谷線 小伝馬町駅
1番出口 9分

●

日比谷線 人形町
A4出口 7分

●

〒103-0005
東京都中央区日本橋久松町4-6  杉山ビル4F
http://ks-g.main.jp/
E-mail  kgallery@eagle.ocn.ne.jp
会場の都合上、祝花は辞退させていただきます



☆「絵画の森～自由美術会員による～」
　  9/21（日）～9/26（金）

☆「版画の海～自由美術会員による～」
　  9/28（日）～10/3（金）

☆「はじまりの庭」
　  （平澤重信・ 佐々木厚子・丸山亮子）
　 10/5（日）～10/11（土）
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印刷は情報・文化・心を伝えます

株式会社  アーモ印刷
〒330-0062　埼玉県さいたま市浦和区仲町1-13-8

ＴＥＬ  0 4 8 - 8 2 2 - 9 9 3 0
ＦＡＸ  0 4 8 - 8 3 2 - 4 8 6 0
E-mail:aumo@deluxe.ocn.ne.jp



30

作 品 公 募 （平面・立体・版画）

自 由 美 術 展 2025
  10/1 ㈬〜10/13 ㈪ 

於  国 立 新 美 術 館

自由美術協会
TEL・FAX 045-972-6829

〒227-0053  横浜市青葉区さつきが丘14-46

糟谷通夫方 ホームページ https://jiyubijutsu.org/ メール office@jiyubijutsu.org




